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本日のTake away

サステイナブルな
　DX，地域社会

デジタル封建主義とは

それには，情報の地産地消で

地域からの革命を



地域の実状



消滅する自治体

プレジデントオンライン



Higher Education is now for Rich People

https://ump.p.u-tokyo.ac.jp/crump/resource/crump090731.pdf



新しい資本＝データ

B2B Market

Platformer GAFA 広告料や販促　今後強大になる
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デジタル封建制とは？



ラディカルマーケット
ラディカルデモクラシー
　QV (Quadratic Voting)
財産の独占
　COST （共同所有自己申告税：私有権
の廃止）
労働力の移動
　VIP（個人間ビザ取引）一人一移民の引
き受け
テクノロジー封建主義からの解放
　データ労働に対する対価
    ex. Capcha, chatgpt
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「多数の政治的に活発な都市住民階級 (P284)」



新しい資本＝データ
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自治体庁舎

P2Pオーバレイ型仮想ネットワーク

小さなプラットフォームで
共有しつつ、
GAFAと連携に

地域情報共有基盤



APIR「関西･大阪における都市ぐるみ・都市レベルのＤＸ」研究会2023









自治体にDXがやってきた





大阪府・大阪市スーパーシティ構想

2022（令和４）年４月15日

大阪府・大阪市
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大阪府・大阪市のスーパーシティ全体スケジュール

  2020年度  2021年度  2022年度  2023年度  2024年度  2025年度  万博後 

夢洲 

夢洲 
コンスト 
ラクション 

             

大阪・  
関西万博  

             

うめきた 
２期 

             

万博基本
計画策定

▼ ▼

万博ICT
基本計画

基本設計・
実施設計

パビリオン等
建設

撤
去

4/13～10/13

跡地
利用

　　　　　　　　　　　　　　道路等インフラ整備

先
行
ま
ち
び
ら
き

実施設計・工事（民間開発・都市公園）
工事

（2027年度 全体開業）

　　　建設プラットフォーム運用

夢
洲
工
事

 
本
格
化

19 

森ノ宮キャンパス

Society 5.0
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
 

Society 5.0
本格運用

万
博
開
催

Digital Twin Living Lab



















非共有



データ連携によるサービスのユースケース
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“OSAKAファストパス ”サービス

利用者 主催者 事業者／市町村

OSAKAファストバス

リアルタイム  
渋滞・混雑予測サービス

リアルタイム  
パーク＆ライドサービス

１ ２

万博の情報 移動に関する
情報

混み具合に関す
る情報

31

リアルタイムデータ

ORDEN (データ連携基盤 )

汎用性が高いシステムであり、その後のビッグイベントなどにも流用
可能

リアルタイムデータリアルタイムデータ

利用者に、値段も含め
た最適なルート（選択
肢）を提案。自分に
合ったファストパスで
万博を快適に過ごせ
る。

来場者の輸送手段を
事前に知ることがで
き、シャトルバスを始め
とするスタッフの最適
配置や、物販の在庫
管理が可能となる。

来場者のアクセスルー
トを含めた情報を得る
ことで、品揃えや在庫
管理が容易になる（ロ
スが減る）。市町村に
も誘客の好機。

センサーデータ
● ETC情報
● 街角カメラ

関連データ
● 気象情報
● イベント情報
● 店舗情報

自動車データ
●道路情報●GPS情報
● 駐車場情報

交通機関データ
● 鉄道情報
● バス・タクシー
● シェアバイク

チケットデータ
● 来場日時　●混雑状況

入館者データ
● 来館日時　●退館日時
● 人数

人のデータ
● 人流情報　●SNS情報
● 購買情報

ID連携(複数紐づけ)・API・外部連携・仲介

※検討中

×

×
×

×

×
×

×

【鉄道】　・・・・・・11.8万人（41%）
【自動車】　・・・・10.5万人（37%）
【シャトルバス】　・・6.2万人（22%）

輸送手段別の
来場者数予測
（28.5万人 /日）

【ORDEN無しの場合】

ピ
ー
ク
時
に
は
万
博
に
近
づ
く

こ
と
さ
え
困
難
？

万博期間中は道路や公共交通機関の混雑が予想

【ORDEN有りの場合】
ストレスフリーで快適な万博観光を体感



現状の課題

データ連携による価値創造

　エネルギーと健康と防災

座組をどう作るか

データ連携基盤は誰が運営するのか

　行政が運営することの限界



関西の特異点

2022.06 大阪府市スーパーシティ認定
　　　　データ連携基盤ORDEN構築開始
              万博PT構築開始、データ活用ガイドライン
2023      関経連　iConstruction実証実験

　ライフデザインイノベーション実現拠点
　　　　　　　第２ステージ
2024       うめきた２期一部開業
　　　　大阪公立大学　森ノ宮キャンパス開校
2025      万博

大阪公立
大学森ノ宮
キャンパス

大阪
大学

大阪
府市

関経連

うめき
た

市民
スマートシティ、デー
タ活用がキー

大商

立命館
茨木キャン
パス



個人情報（パーソナル情報）の活用に対するアプローチ

● 個人情報は公益に資するべき

● 個人情報の活用は公益と私益のバランスを取るべき

● 個人情報は個人のものであり、活用すべきでない

● 個人情報をコミュニティで活用する

地域データ共有基盤
SSID

地域ネットワーク基盤



都市OS

APIR 「都市における IoTの活用」研究会

大学

市民

自治体



地域データ共有基盤=small ORDEN
SSID=W3C

地域ネットワーク基盤=cityroam+地域overlay



青森大学ソフトウェア情報学部

•青森大学
• 総合経営学部

• 社会学部

• ソフトウェア情報学部

• 薬学部

• 社会連携センター

• ．．．

「ITスペシャリスト」を目指す学部



３キャンパスで ICTを活用した新しい地域連携と人材育成

青
森

東
京

むつ



青森大学地域課題解決型情報インタフェース強化事業　令和５年度選定　支援１

改組内容＜基本情報＞

改組予定年度：令和７年度
改組内容：既存学部の収容定員の増加
設置等組織名：ソフトウェア情報学部ソフトウェア情報学科
入学定員：【R7増員】改組前70名　→　改組後90名
所在地：青森県青森市、東京都江戸川区、青森県むつ市

【多様な入学生の確保戦略】
・入学者選抜に関して社会のニーズ等を踏まえた見直し
・地域の初等中等教育段階の学校と連携した出張授業や教育関連イベント等を通じた
　本学の特定成長分野の人材育成における魅力等の発信
・社会人を対象とした、特定成長分野の内容を含んだリカレント教育、リスキリングの推進
・在学留学生の声などを参考に、出口の保証、本学の魅力の発信等をふまえた留学生戦略

【支援事業の目標】
・ソフトウェア情報学部を工学の
　イノベーションのハブとした人材育成
・農業、高齢者支援、 GXなどの研究と
　ITなどの特定成長分野の内容を掛け
　合わせた地域課題の解決
・地域の課題を工学的な視点などから
　解決できる人材を育成し、地域課題
　を解決するサイクルを回していく

【連携を通じた教育体制の整備】
・徹底したプログラミング教育を中心に
　ITスペシャリストを育成
・ 初心者から経験者まで確実にフォロー
・ 地域・社会と連携した学びの場での活動
上記に加え、
　a) 地域差を含めた地域の深い理解
　b) ICT活用  
　c) チームでの実践を学修目標
これらについて、自治体、企業、連携校等と
連携して、教育体制を整備していく。

【青森大学改組の特徴】
新たに特定成長分野に関する内容を強化するた
めの社会インタフェースを構築するコース等を設
定し、以下の特徴を活かした教育を展開していく。
①情報工学を主体とする知識の修得、情報の蓄
積
②本学の３キャンパスの異なる地域ニーズに対応
　した地域課題の解決
③文理融合型の教育と地域連携を組み合わせ地
域の
　力を活かすチーム体制

地域
課題

【ハブ】青森
大学

3キャンパ
スの活用

企業等との
連携

文理融合
型IT活用

【コンセプト・イメージ図】



まとめ

2025関西万博は世界に向けてデータ活用によるSociety 5.0のあり方を
示し，議論する場となる．

我が国は，課題先進国として，また，中庸の国として，新たな価値を提
案していけると信じている．

メタバース＋ディジタルツイン＋スマートシティ

を世界に向けて地域からラディカルに発信していきましょう．


